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（出所〉 J. B. Webster, A. A. Boahen and H. 0. 
Idowu, The Revolutio刀aryYears West Africa 


































































































とっては不調｜！の事態が発牛A し， け》き上く， Fキ
ム諸族l土アクヴム族との戦闘に！勝手ljをおさめるこ
とができたのである。


























てはきわめて多数の部族が、 たがし、に鋭く対＂／ J:• 






























































































〔注 1) ¥V. E. I「. ¥Varel, A [ listσry of' Ghana 
(London, 1958), pp. 104～Vl6. 
〔JT 2) フル・アゲイ I/ > ;¥, .,i i 1敏，：：了ヲ y
Pザ Ci C円？諭打、 i/{れlc¥8ニド）， 88、
(:t 3) ＇.：・戸 Y J ～リ 芹、 1,11,tiJ、 1片、
J 。
］•／ ュレ りサーノV~, ijTf内（t命記（ t.＇日ノア Y 引」（1'
論付， il(if1139t「）， 176～177ペーゴ。
（主 4) ；・γyィ ノノ；ヰ， i付山敏沢， (j（）～91
吟Iて干， 7 ノ ！ウ人n長プ 九カeMも怪｛どィホ守iI O / 1パf
マスケノ li'J¥ (musket）などのが守~；・rふ J 。
Cit: 5) 戸プイドゾノ衿， 11i Ii敏沢， 231、 / 0 








a.クマン（Kun耽廿） , l 4，南部にあたるプヲ JII c 
オ 7 {>!iiの台流地点の付近に定着し、 三山地域
で豊富に産出される黄金とコーラ・十ソヅグ〉交坊










なかんずくラそ内発生~.こ J川、ごはレとだ定訟と ゴどに各j色、隣散してL、ったのである enι＇. 
され乙もゴ〕lt /1 '1されていた L、C この上うに Lて、北J；へ移動したアカン語族の
すなわ士〉司戸ヴィドソンイBasil] lavid,on) ＇パ lr や らfpの寸 ・1 1 氏族 （lyoko ，、Ian）が，ド内ワベ〉
ポ7/<, (Adu Boahen) 'lワlなどによれi仁 成ti:, (I >wal,c川、 ベケ 17イ（Bεkwai), ココ 7 (Kokofu九
ガーナ南部の熱帯件i林地域にひ、ん〈分散し｛ご i、る 之スケ（Nsuta）およびアサ Lテマ〉ゾイAsanlema口
アカン語 放 （;¥ hm languaιc spcaki叫 j)('Opltヘ｝小 川という瓦つの都市同家を形成した。三の行 t,
一部のもの1！＇アιγ ／ノテ f族でふり，その Yカン ア仲ンテァンゾ｛主ポゾムチコイ（Bosomlwi) 1/ilJに




¥Ieyerowitz：注 :1 ftヲその芳古学的分析にもと寸 では， i泣初に当該地域へ定着したいわゆる｛創始
ンて，ア千ンテ族は，現在のリビア共和国の一地 家族J(founding family) f汗緑、の中から選ばれた首















































（出所〕 Basil Davidson, A Histo穴ツ of West 



























(It: 1 ) Basil Davidson, A History of ¥Vest 
Africa (New Yark, 1966), p. 242. 
（法2〕 AduBoahen，“The Rise of th日 Akan，＇’
in The ;'¥fiddle Age of z1f1・ican Hist川：v,ed. by 
Roland 01 i ver (London, 1967), p. 19. 
Cit 3〕 Eva L. R. '.¥1eyerowitz, The Akan of' 
Ghana (London, 1958), p. 19. 
(it4〕 Wーナ共和国アシャンテイチI・!3〕i"rl'il：。
（注5） λduBoahen, p. 21. 
(i't 6） ふiuBoahen, p. 21. 
( /l:7) W. E. F. Ward, p. 116. 
〔It8) “Royal Family ”とも呼はれる。
Cd: 9) ・＇と仏＇：＇，それら J, /'d,1・ fι家はおよ品 67 1-: l 、
う規特定dl内1,;f: I啄を組織！ リーとも L吋川／ゎ（W.
W. Claricl日仏 A History o/ the Gold （山d and 
Ashanti (London, 1964), p. 192) 
(IUO) グヴシの斤長は，初代の 7 ケン苧：.－ (Oti 
Akenten, 1引の～1660)IJ, p イx 寸ミア（ObiriYe¥的 a,
1660～1697), ；，ツ（OseiTutu, 1697～17:l l）ヘ i 継
承き 1lた。（＼V.E. F. Ward, p. 115) 
（注11) Adu Boahen, p. 22. 
（注12〕 B.Davidson, p. 244. 
（注目〕 Adu B伺 hen,p. 23. 
（注14〕 AduBoahen, p. 24目
（注目〕 A. K. Busia, The Position of the Chief 
in the Modern Political System of Ashanti (Lon・ 






















































































第 1表都市 1弓家の f'c 族構成
【庁蔀計画家
ゴゴ 7 アスメグヤ！ ＜ンポン l ヌスタ
1 Uuwaben I Kokofu I Asumegya I Mampon I N卸値
役 誠
首 長（chief)Iオ品。コ川。ムo:t ！：、！koコ i背広ti宝二ぷflダDakoコ
右翼古川長h九一iI＂γJ_-1 ←アゴーナ［子－：；－；－「二 「ん－； ;;r.-
(Ko’ntire hene) I Asona I I Agona I Asona I I 
主喪主F読ま｜問 上 jアよ」eエ i同 上！ tsJy~-r:' IアAionaナ iアAぷnaナ
「瓦：＂i;! 1, -~ ! ン l ; -1 ;i2ずI<;: 1一一子
後衛隊長 l アセユエ l 了ドゥアナ
(Ky1, om hene) I Asenie I Aduana 同 上
アセニエ
Asenie 


































































（注 1) R. S. Rattray, Ashanti Law and Consti-
tution (London, 1929), pp. 120～126. 
(it 2）明T.W. Claridge, p. 182. 




Fortes，“Kinship and Marriage among the Ashanti，＇’ 
in Afrt・canSystem of KinshかandMarriage, ed. 
by A. R. Radcli征e-Brownand Daryll Forde (Oxfod 
Univ. Press, 1960), pp. 252～284. 
（注5〕 R.S. Rattray, p. 67. 
（注6〕 R.S. Rattray, p. 67. 
〈注7〕 これらの都市国家のうち，“Asumegya",
“Bekwai”，“Juaben”（または“ Duwaben”），“ Ko-
kofu”，“ Kumawu”，“ Mampon”，“ Nsuta”について
は，ラァトレーが詳細な説明をしている。（R.S. Ra-
ttray, pp. 131～269) 







Ci主11〕 R.S. Rattray, PP-120～126. 
J. B. Webster, A. A. Boahen and H. 0. Idowu, 
The Revolutionary Years West Africa since 1800, 
p.123. 
W. W. Claridge, P-182. 
（調査研究部〉
アジアを見る綬シリーズ（B6変型判・並装ピニ－Jレカパー付j＇川川
低開発関開発理論の系譜
坂本二郎著
190頁／￥ 350 
ラテン・アメリカの開発政策
R・ プレピッシュ著
大原美範訳
202頁／￥ 300 
ガーナ経済 の歩み
細見真由著
190頁／￥300
慈動する低開発隠諸国が，政治的，経済的発言の場で第三勢力
としての地歩を着々と築き上げてきた今日，これら諸国の現状
分析と状況の把握の理論的ベースは，いわゆる「南北問題jへ
と変転した。しかし著者は，このような情勢を踏まえたうえで，
あえて原点に立ち返り，ハーシュマン， ミルダーノレ，ヌノレグセ，
ロストー，ティンパーゲン以下内外の80人に及ぶ経済学者の文
献を取り上げ，戦後の低開発問開発理論の再検討を L，理論的
究明を試みる。
本書は， 「南北問題」をより鮮明に浮き彫りにする意味でも，
東要な布石となる好著である。
後進国による犠牲的献身の時代は終わった。しかし自由鏡争の
もとにありながら，市場メカニズムが社会的公正を実現しえな
いのはなぜか。プレピヅシュは，本書において，ラテン・アメ
リカの経済発展を論ずるが，ラテン・アメリカにみられる発展
の阻害要因の多くは，他の低開発国にも共通して存在する。
本書は，いわゆる「プレピッシュ理論Jの神髄を解明し，併せ
て低開発国開発理論を究明する。
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